














を求めて」（2012 年 6月 16 日）


























































（第 1 回シンポジウム報告は『〈NGO と社会〉 の会 ニューズレター』
第 9 号（2012 年 9 月 11 日発行）からの転載である）
第 2回「イスラーム社会のNGO～その多様性と実践に学ぶ」
（2012 年 10 月 27 日）






















































































イギリスなどに本拠を置く多くの ムスリム NGO は外部者から問われ
れば「人道支援組織」と答えることが多いが、その活動の源泉となっ
ているのは明らかにイスラーム的価値であると述べた。子島氏は、中
には組織が大きくなりプロ化していくにつれイスラーム色が薄まって
いく団体もあるが、9・11 以降、イスラームがテロと結びつけられる
傾向が高まる中、 誤解を避けるためにイスラーム的価値を全面に押し
出していないという事情があると説明した。
日本的な「絆」や「恩返し」をどう捉えるかについても議論が行わ
れた。子島氏は、イスラームでは支援活動が神と人間の関係で語られ
るのに対し、日本では人間同士の直接の関係で語られる。その両者に
は一見隔たりがあるように見えるが、実は相互に理解可能な部分があ
るのではいかと述べた。
子島氏が紹介したあるエピソードには、イスラーム世界に対する非
イスラーム圏に属する私たちの態度を振り返るためのヒントが含まれ
ているように思われる。パキスタンで大地震が起きた際、支援を行っ
た日本の NGO が「現地の人々は地震が神によって引き起こされたと
考えている」と報告すると、それを聞いたある人が、地震の起きるメ
カニズムをきちんと教える必要があるのではないかと発言したという
ものである。
このエピソードは、子島氏が指摘したように、地震に対する宗教的
な受け止め方と科学的理解が両立し得ることが理解されていないこと
を示している。これに関してサリーム氏は、ムスリムなら天災を神か
らの罰と捉えるのではなく、神から与えられた試練として受け止め、
いかに復旧・復興のために努力できるかが問われていると考えるだろ
うと返答した。「ジハード」という言葉の語源はまさにこの努力する、
奮闘するという意味であるという。大塚マスジドの事務局長が、震災
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後の日本での支援活動について「私たちは今、日本でジハード（＝神
の道のための奮闘、努力）をしています」と語った（子島氏）というが、
サリーム氏の説明を聞くとこの言葉の意味合いがよりよく理解できる。
ある参加者から、自立した個人が集まってアソシエーションを作る
という西欧的な市民社会概念の延長線上に位置する「NGO」に対し、
日本でいう「絆」的なものがより豊かに存在するイスラーム世界にお
いては、CBO（コミュニティに根ざした団体）や CSO（市民社会組織）
と呼ばれるような組織に注目したほうがよいのではないかとの意見提
起があった。
最後に司会者から、イスラーム世界においてそうしたさまざまな性
格・形態の社会的組織体の一つとして NGO があり、いまそれが国内
外にネットワークを広げながら増えている中、欧米や日本の NGO や
政府がこれまでイスラーム世界にどうかかわってきたのかを歴史的に検
証する段階に来ているのではないかとの提起が行われた。「テロとの戦
い」も今年で 12 年目だが、それがどういう結果をもたらしたのかを
検証する必要があるというものである。12 年前より状況が悪化してい
る部分もある。ならば、「何のための援助か」が問われなければならない。
また、NGO が海外の紛争地域などで支援活動を行う際、自らの立
場を問われたり、ある行動が政治的意味合いを帯びるような状況にお
かれる。たとえば 2011 年、国境なき医師団がシリアの反政府勢力の
制圧する地域で活動を開始したが、団体内部ではその是非をめぐり議
論があったと団体の英語・フランス語版のウェブサイトで報告されて
いる。しかし、日本支部のサイトには掲載されていない。
日本政府の援助政策のみならず NGO 自身の活動のあり方も問われ
ている現在、こうした問題を NGO 内部や市民、研究者の間などで議
論するスペースが必要だとの提起で本シンポジウムは締め括られた。
＊本稿は新評論ブログ（www.shinhyoron.co.jp/blog/）に掲載した
〈NGO と社会〉の会の報告文書の転載である。
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